
   
 

第186回 談話サロン 
「新たな市民科学がもたらすイノベーション：科学，教育，社会課題解決のためのアプローチ」 

主催 公益社団法人 日本工学アカデミー 

市民科学は歴史が長く、日本でも多様な定義や手法があります．情報社会の進展により，市民が日常的に多様
な情報ツールを用いてビッグデータを収集することが可能となり，10年前から米国，欧州で急速に市民科学が進
展しています．この新しい市民科学によれば，市民が科学研究のプロセスの一つまたは複数のステップに参画し，
その過程を通じて，1) 研究者や行政では得ることが困難な広域的，長期的なデータを得ることで，従来の研究を
補完する新たな研究成果を得る，2) 市民の多様な能力を高める(科学教育，生涯教育など)，3) 得られた成果を
地球規模から地域のスケールの課題解決や環境・生物多様性の保全，行政施策に活かす，ことが可能になると
期待されます． 

そこで第186回談話サロンでは，｢新たな市民科学がもたらすイノベーション」と題し，生物多様性アカデミー代表
理事など含め多様なお立場で市民科学によるイノベーションをリードしておられる小堀 洋美 会員に，科学，教
育，社会課題解決のための新たなアプローチとしての｢新たな市民科学｣の可能性などについてご意見を伺いま
す。 また、パネルディスカッションでは、日本の情報技術の進展を市民科学のすそ野を広げるために活かす方
策も含め、「市民科学を社会に広げるための課題と方策」について討議し、懇親会では市民科学について，広く意
見交換を行ないたいと思います．お誘い合わせの上，懇親会含め，ぜひご参加ください．  

日時：2017年10月23日 (月）15:00-17:00 (開場14:30) 懇親会17:05-18:00 (立食形式@同会場) 

場所：御茶ノ水トライエッジカンファレンス11F (http://try-edge.infield95.com/) 

 

プログラム 
講演   「新たな市民科学がもたらすイノベーション」  小堀 洋美 会員（東京都市大学） 
パネルディスカッション 「市民科学を社会に広げるための課題と方策」 小堀 洋美 会員（同上），他(調整中) 

参加費：無料（定員50名 先着順） ，懇親会参加費：2,000円 

申込締切：10月13日 (金) 

参加申込書送付先： メール academy@eaj.or.jp ，ファックス 03-5442-0485 

参加申込書：2017年10月23日（月)の談話サロン「新たな市民科学がもたらすイノベーション」に申し込みます． 

氏名：            ，所属：            ，EAJ会員・賛助会員・非会員（○をつけて下さい） 

懇親会：参加・欠席（○をつけて下さい．なお懇親会は立食形式で，講演などと同じ会場で17:05より開催します） 
連絡先（電話 or メールアドレス）：                                                

  なお参加証は発行しませんので，直接会場にお越し願います (定員を超えた場合には，ご連絡いたします)． 

問合せ先： 公益社団法人 日本工学アカデミー事務局  
メール：academy@eaj.or.jp，電話：03-5442-0481，ファックス：03-5442-0485                    

 以上 
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